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●授業時間：10 時 30 分 〜 16 時　●受講料：12,970 円（材料費・昼食代込み）／入会金なし
●申込資格：草指連会員　●定員：40 名　●募集：随時受付中。郵便振替または会員サービス部窓口でお申込みください。

［郵便振替口座］口座番号：00180-6-119808 ／加入者名：（一財）草月会 教室運営課　※払込取扱票の通信欄に（お持
ちの方は）メールアドレスをご記入ください。
●申込締切：開催日の１週間前（ただし定員になり次第締め切ります）　※お申込み後のキャンセル・ご返金はいたしかねます。
※お申込み後でも、翌月以降（年度内）に振替受講が可能です。ご希望の方は、受講日の 10 日前までにご連絡ください。
それ以降のご連絡の場合、実費（材料費および昼食代）をいただきます。皆さまのご参加をお待ちしております。

※日程、講師は変更になることがあります。また、新型コロナウイルス感染症の影響や、天災及びその他不可抗力による事由により、開講を延期または中止する可能性がございます。
	 予めご了承ください。開講予定や申込受付等に変更が生じた場合は随時告知いたしますので、草月流ホームページをご確認いただくか、教室運営課までお問合わせください。

※ 2021 年 12 月の講師が家元から日向洋一師範（テーマ「再考 “ いける ”ということ」）に変更となりました。
●申込方法：新入会をご希望の方は、TEL・FAX・E-mail で事前にご連絡ください。毎月の受講は、日程・時間をご確認の上、
ご来館ください。 ●受講料：12,200 円（花材費込み） ※受講日に草指連会員証をご持参ください。

家元研究科
毎回テーマが設けられ、いけばなをさらに深く追究することを目標とします。
感性と技術を磨く最高の勉強の場です。AT賞選考対象クラス。
各回とも、講師のデモンストレーションをご覧いただけます。

●原則として 6 日間、第 1・2・3 火曜と木曜　●10 時 30 分 /14 時 /18 時（各日 3 回開講）　●入会金：11,000円
●月謝：12,040 円（月3 回分・花材費別）※証書申請可能。　※再入会金無料。再入会をご希望の方は事前にご連絡ください。
※月 3 回受講することが難しい方はワンレッスン受講も可（6,440円・花材費込み／都度払い）。

家元教室 資格を問わず、どなたでもご参加いただけるいけばな教室です。
ワンレッスン受講することもできます。

●開催日は水曜 1 回、金曜 2 回　●18 時（受付：17 時 45 分〜 19 時 30分）　●入会金：11,000円　●月謝：12,040 円（月
3回分・花材費別）※家元教室・家元研究科への振替ができます。　※証書申請可能。　※再入会金無料。再入会をご希望の方
は事前にご連絡ください。 ※月3 回受講することが難しい方はワンレッスン受講も可（6,440円・花材費込み／都度払い）。

男子専科 初心者からベテランまで、男性限定のいけばな教室。
いけばな作家や男性指導者の育成をめざすクラス。随時受付。

インターナショナルクラス 外国の方々を対象としたクラスです。授業は英語で行われます。

●毎週月曜日　●10 時 30 分〜12 時 30 分　●受講料：5,600円／１回（花材費込み。月 4 回目以降は 5,240 円）　
※証書申請可能　※祝日は休講となります。　

金 土 月
テーマ 講師

14 時 /18 時 10時30 分/14時 10時30 分/14時
2022 年 1 月 21 日 22 日 24 日 春の女神フローラと化して 福島光加

2 月   4 日 5 日 7 日 グロリオーサ 家　元

INFORMATION  教室情報

2022 年 1 月
火曜 	 11 日	 篠崎洵雅 	 18 日	 中村草山 	 25 日	 隅出美泉
木曜 	 6 日	 岡崎　忍 	 13 日	 坂口水恵 	 20 日	 加藤久美子

2 月 
火曜 	 1 日	 坂口水恵 	 8 日	 岡崎　忍 　	 15 日	 篠崎洵雅
木曜 	 3 日	 隅出美泉 	 10 日	 中村草山 	 17 日	 加藤久美子

2022 年 1 月
	 7 日（金）	 西 山 光 沙

2 月
	 9 日（水）	 澤 田 晃 映

	 14 日（金）	 岩 渕 幸 霞 	 18 日（金）	 西 山 光 沙
	 19 日（水）	 澤 田 晃 映 	 25 日（金）	 岩 渕 幸 霞

2022 年 1 月

   17 日　　石 川 己 青

2 月

     7 日　　高 木 水 染
   24 日　　細 野 葉 霞     14 日　　福 島 光 加
   31 日　　高 木 水 染     21 日　　石 川 己 青

　   28 日　　細 野 葉 霞

受講日 テーマ 講師 内容

2022 年
1月 22 日

（土）

大王松の松葉を使って
―平面から立体へ―

お正月飾りに使用した大王松の松葉を再利用した作品づ
くりにチャレンジしてみましょう！
まず松葉を使って平面を制作し、そのあと平面から立体
を組み立てていきます。
作品に取り組む中で、みなさんそれぞれに「これだ！」
と思う線や形、ユニークで、制作にいかせるアイデアが
見えてくるはずです。
普段は使わない素材と制作方法で、一緒に面白い表現を
見つけてみませんか？
―やっぱり、いけばなは楽しい！

春のまぜざし・いろいろ

2020 年 3 月より延期、再募集です !!
春、植物の息吹を感じる季節です。
生命力あふれる花木類や着色花材を使い、
豊かな色彩のハーモニーを楽しみましょう。
既成概念にとらわれない自由な発想を大切に、春色のは
ずむような雰囲気を表現しましょう。

公開講座 普段のお稽古ではなかなかチャレンジできない内容で創造性を大きく伸ばすチャンス！
経験豊富な講師の講義で、知識と技の引き出しがさらに広がります。

久保丹啓

岩渕幸霞

3 月 12 日
（土）

［ 第21回AT賞選考のお知らせ ］
選 考 日：2022年1月14日（金）10時〜13時
申込締切：12月18日（土）17時必着

参加資格：2021年1月から年間6回以上本部または草月WEST家元研究科に出       
　　　　  席された方。詳細は教室運営課までお問合わせください。
              9月16日・17日に開催したオンライン家元研究科も回数に含みます。　

●授業時間：13時～16時／2022年4月から全4回コース  ●受講料：47,300円（材料費込み／第4回の発表会の材料費は含まれ
ておりません） ●受講資格：草指連会員　●定員：25名　●申込締切：2022年3月18日（金）ただし定員になり次第締め切ります
●申込方法：はがき・FAX・Ｅ-mailなどに、名前・草指連会員番号・住所・電話番号・（お持ちの方は）メールアドレスを明記の上、

「素材の冒険」受講希望の旨を教室運営課までお知らせください。

テキスト「4-11生の植物と異質素材」と「5-7異質
素材の構成」を楽しく幅広く追求。さまざまな素
材に出会い、自由自在にあらゆる素材を使いこな
せるアイデアと技術を身につけましょう。植物は好
きだけれど異質素材は苦手という方もこの機会
に克服！ いろいろな素材を加工する道具につい
ても学べます。講師は素材を活かすアイデアのエ
キスパート岡崎忍氏。作家として自分の素材を発
見するヒントにもなる連続講座です。

「素材の冒険」異質素材は怖くない！　　連続講座 草月WESTの人気講座を東京でも開催！

●異質素材を使った作例 　※実際の講座の内容と異なる場合がございます。

　　 講師 受講日（金曜日） テーマ

1 　     4月8日 基調講義　講師提案素材①「異質素材と植物でいける」

2         6月24日 講師提案素材②「複数の異質素材と植物でいける」

3         9月9日 講師提案素材③「異質素材のみで構成」

4        12月16日 自分で見つけた素材 ―異質素材で発表会―

各クラス、2022年1月より開講時間が若干変更となります。ご注意ください。

ゴム手袋を使って ボール紙を使って 梱包用クッションペーパーを使って

 岡崎　忍



草
月
W
E
S
T  

〒600-8842 

京
都
府
京
都
市
下
京
区
朱
雀
堂
ノ
口
町
20-

4
ホ
テ
ル
エ
ミ
オ
ン
京
都
1
階 

／ TEL

：075-366-3647 

／FAX

：075-366-3648

／E-m
ail

：west@
sogetsu.or.jp

27 26

草
月
W
E
S
T  

〒600-8842 

京
都
府
京
都
市
下
京
区
朱
雀
堂
ノ
口
町
20-

4
ホ
テ
ル
エ
ミ
オ
ン
京
都
1
階  

／ TEL

：075-366-3647 

／FAX

：075-366-3648

／E-m
ail

：west@
sogetsu.or.jp

2022 年
1 月

金曜 	      7 日   五十野雅峰 	 14 日	  石川己青 　  28 日	 片山 健

土曜 	 8 日	  　〃 	 15 日	 　  〃 　  29 日	 　  〃

2 月 
金曜 	 4 日	 石川己青 	 11 日	 五十野雅峰 	     25 日   加藤久美子

土曜 	 5 日	 　  〃 	 12 日	 　  〃      26 日	 　  〃

金曜 土曜 探究「私の花」
私はなぜ花をいけるのか？ 私が目指す植
物表現とは？ 私が追究したい素材は？ 
自由花って何？

自分がすべきことは何かを受講者自ら考え、
草月らしく自由に楽しく新しく、植物表現
を探究しましょう。それを積み重ねてゆくこ
とでそれぞれの「私の花」がより輝きます。
講師が今の「私の花」を受講者に披露す
るデモンストレーションもあります !!

講師
14時30分 10時30 分 /14 時 30 分

2022 年
1 月 21 日 22 日 小沢清香

2 月 18 日 19 日 家　元

3 月 18 日 19 日 竹中麗湖

家元研究科
講師からはテーマは出ません。受講者自らが考え、自由に植物表現を探究します。新入会・
再入会大歓迎。AT 賞選考対象クラス。※当面の間、金曜夜クラスを休止し、土曜昼クラス
を追加いたします。

●申込方法：はがき・ＦＡＸ・E-mailなどの書面で、希望日・名前・雅号・住所・電話番号・資格・門下
別・草指連会員番号をご記入の上、草月WESTまでお送りください。●受講料（家元）：12,200円（花
材費込み）／（本部講師）：10,100円（花材費込み）※授業開始の20分前から受付を開始します。
※当面の間、コロナウイルス感染症拡大対策のため受講人数を制限しております。

※日程、講師は変更になることがあります。また、新型コロナウイルス感染症の影響や、天災及びその他不可抗力による事由により、開講を延期または中止する可能性がございます。
予めご了承ください。開講予定や申込受付等に変更が生じた場合は随時告知いたしますので、草月流ホームページをご確認いただくか、草月WESTまでお問合わせください。

毎回テキストのテーマからの 2 作、講師のデモンストレーションがあります。たっぷり勉強でき
る充実の 2 時間。土曜日 14 時 30 分からの家元教室は、オンラインでも受講できます！家元教室

入会金、
再入会金が

不要となりました!

再入会金が
不要となりました!

受講日 テーマ 講師 内容

2022 年
1月11日（火）

  

あなた色を集めて
ライトアップ
―雑木と合わせて―

雑木を組み、その隙間に各自がマーべリングした和紙
や葉などを張り込みます。完成したら、ライトを仕込み、
光と融合させます。その後は、花器と合わせたり、壁
にかけたりと楽しみ方は広がります。
※10月 5日からの延期分です。

2 月 8 日（火） 和紙のオブジェ
～葉・花との出会い～

枝で形を造り、和紙を加えてオブジェを制作します。
和紙のオブジェに葉、花を加えて楽しみます。

「古来から生きてきた和紙、今咲いた花、お互いに調和
して美しい」
このような作品を追求しましょう。

3 月 8 日（火）
  

これぞ草月　
　研究素材は「木」
　　貴方は建築家

素材の木は、割箸を 100 膳ほどと、紙粘土を使います。
建築家になったつもりで、草月風にアレンジします。
完成した作品に、枝 1 本、花 1 本を配置いたします。
※6月 8日からの延期分です。

公開講座 ご希望のクラスを１回ごとにお申込みできる魅力ある講座です。 
講師の個性がいかされたテーマにチャレンジできます。ぜひご受講ください。

澤田晃映

細野葉霞

●授業時間：13 時～ 16 時　●受講料：4,400 円（教材費別）●定員：20 名 ●申込方法：はがき・ＦＡＸ・E-ｍail など
の書面で、希望日・名前・雅号・住所・電話番号・資格・門下別・草指連会員番号をご記入の上、草月 WEST までお送
りください。●申込締切：開催日の前々週の週末（ただし定員になり次第締め切ります）

●月3回　金曜・土曜  ●金曜（14時30分／18時30分）、土曜（10時30分／14時30分）　●入会
金：11,000円　●月謝：11,000円（月3回分・花材費別）●申込方法 ： はがき・FAX・E-mailなどの
書面で、希望日・名前・雅号・住所・電話番号・資格・門下別・草指連会員番号をご記入の上、草月
WESTまでお送りください。 ※証書申請可能。 ※月3回受講することが難しい方はワンレッスン受
講も可能（4,500円・花材費1,700円／都度払い）。 ※見学可能。

土曜日14時30分からの家元教室は、オンラインでも受講できます！

さまざまなジャンルと草月が X（クロス）して、新しい発見・体験を生み出す「SOGETSU X」。
第 3 弾ではアーティストの Shu KONISHI 氏を迎えての 3 回の講座とミニ展覧会を開催します！

SOGETSU X  No.3「デッサン―植物との対話―（仮題）」　4月開講

＜講師略歴＞
京都府生まれ。東京藝術大学大学院美術研究科修了。特殊メイクアップアーティストとして長年テレビ・映画
等数々の作品を手掛けた経歴を持ち、その制作工程の技術「人体の型取り」から 作品を生み出す独自の手
法で独創的な造形作品「ライフキャストアート」の制作・発表を続けている。

草月流本部講師による、いけばなデモンストレーションの動画が 月額定額で見放題となるサービスを開始します。草月のエッ
センスが詰まったテキストに掲載されている各テーマより、実際に草月 WEST 家元教室などで披露されたものを、何度でも必
要な時にご覧いただくことができます。毎月新しい動画が追加されます。
→ 50 本以上の動画を見放題　2,200 円（月額・税込）
サブスクリプション（定額見放題）は「ちょっと負担」という方は、目的の動画を 1 本から購入できます（30 日間見放題）。

「本部の教室にはなかなか通うことができないけれど本部講師のデモンストレーションから学びたい」「草月カリキュラムの理解
を深めたい」「自分の教室で行う授業の参考にしたい」「苦手な花材を練習して克服したい」……そのほか目的に応じて自由
に動画を選ぶことができます！
→動画の個別販売　550 円（30 日間見放題・税込）

「anytime SOGETSU」　いよいよ12月7日（火）始動！

本部講師のデモンストレーション動画のサブスクリプションサービス

「anytimeSOGETSU」には、草月流ホームページよりどなたでもお入りいただけます。https://www.sogetsu.or.jp
ご利用の方法は、コラム欄に掲載されますので、そちらをご参照ください。

［ 第21回AT賞選考のお知らせ ］
選 考 日：2022年1月17日（月）13時〜15時
申込締切：12月18日（土）17時必着

大久保雅永

●講師作品

※詳細は次号にて発表いたします。

参加資格：2021年1月から年間6回以上本部または草月WEST家元研究科に出       
　　　　  席された方。詳細は草月WESTまでお問合わせください。
              9月16日・17日に開催したオンライン家元研究科も回数に含みます。　
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各地の展覧会

宇部市制施行100周年
竹を五感で感じる"Bamboo Festa" 2022年1月中旬まで　宇部市立図書館 屋外・庭 金子凛草 ☎ 090-5376-8725

森林公園 Harmony with Nature
「トゥーラン ドットXIV」 2021

2022年1月14日（金）まで
国営武蔵丘陵森林公園 中央口より カエデ園内 金田紫星 ☎ 04-2923-8150

第14回 AIBI教室展 12月3日（金）～31日（金） YouTubeでの動画公開　 永井裕遙 ☎ 090-6011-0015

三重県支部「茜家元継承20周年の祝い花」 12月4日（土）～17日（金）　都ホテル四日市 ロビー 高木紫星 ☎ 059-368-1618

吉岡幸曳いけ花教室社中展「草・創・想」 12月11日（土）・12日（日）　 フルーツパーク富士屋ホテル 吉岡幸曳 ☎ 090-3407-6631

小さないけばな展 JOYFUL CHRISTMAS!
石川己青とその仲間たち

12月11日（土）・12日（日）
東京都千代田区飯田橋2-1-6 鈴木ビル2階 石川己青 ☎ 03-3261-7475

「ARITA×SOGETSU in TOKYO」
レッツトライ！デモンストレーション第7期有志 12月14日（火）～18日（土）　草月会館 2階談話室 内藤華了 ☎ 090-8434-6998

津グループ展 12月18日（土）・19日（日）　津リージョンプラザ 展示室 稲地爽丘 ☎ 059-226-4048

花活　※花器市での挿花・個展 12月26日（日）・27日（月）　Gallery parque + Café 高野綵花 ☎ 070-8447-3660

東京西支部 東京ガーデンテラス紀尾井町正月花 12月29日（水）～2022年1月16日（日）　※最終日の日付は予定
東京ガーデンテラス紀尾井町 久保田芳生 ☎ 042-521-1434

SYC東京1主催いけばな展「UP!」 2022年1月22日（土）～26日（水）　ガレリア表参道原宿 橋本佳蘭 ☎ 090-7052-1576

山田邦子となかま展 2022年2月10日（木）～15日（火）
山形屋1号館7階 ななテラスギャラリー 山田邦子 ☎ 099-278-1765

佐倉洋佳と仲間達 hanaシリーズ No.4
「木（boku）＋hana展」

2022年3月19日（土）～21日（月・祝）　さいき城山桜ホール
※2021年9月23日（木・祝）～26日（日）より会期が変更になりました 佐倉洋佳 ☎ 090-5020-8703

本部主催支部研究会・講習会

宮城県支部 2022年1月30日（日） 研究会　東京エレクトロンホール宮城 602中会議室 三浦霞音 ☎ 022-226-8745

大分県支部 2022年2月6日（日） 講習会　アイネス（大分県消費生活・男女共同参画プラザ） 山口功葉 ☎ 097-536-3202

大阪支部 2022年2月13日（日） 研究会　大阪市港区民センター 島田真美楓 ☎ 06-6370-7331

山梨県支部 2022年2月23日（水・祝） 研究会　山梨県立青少年センター 五味鶯恵 ☎ 055-253-1660

奈良県支部 2022年2月27日（日） 研究会　草月WEST 早川邦篁 ☎ 0745-52-1747

兵庫県支部 2022年3月13日（日） 研究会　兵庫県民会館 大向佐都 ☎ 079-492-8918

茨城県支部 2022年4月10日（日） 講習会　ワークプラザ勝田 大森灑泉 ☎ 0294-43-5588

支部展

神奈川県支部展「情 と/が 熱 by K. NAKADA」　2022年1月25日（火）～27日（木）　BankART KAIKO 篠田岳青 ☎ 090-5418-1799

東京北支部展「NEXT! こころを結ぶ花」　※家元出品　2022年2月11日（金・祝）～13日（日）　シアター1010 加藤湖昌 ☎ 03-3996-4238

愛媛県支部「天空を仰ぐ」　2022年4月23日（土）・24日（日）　松山城 二之丸史跡庭園
※4月21日（木）・22日（金）公開制作 栗林梅光 ☎ 089-978-2959

【草月会館土・日・祝日特別開館日】草月会館の特別開館日は、以下の通りです。その他の土・日・祝日は、草月会館は休館しております。
12月11日（土）、2022年1月22日（土）、2月5日（土）、3月12日（土）　※草月WESTは月曜休み、祝日はオープンし翌営業日を休みとします。

このページに掲載されているイベントは内容が変更になる場合がございます。本部にお届け済みのイベントが中止または延期となった場合は、
広報部までご報告くださいますようお願い申し上げます。　［ 広報部 ］  TEL：03-3408-1158 ／ FAX：03-3405-4947 ／ E-mail：pr@sogetsu.or.jp

以下のイベントは中止または延期となりました。お出かけの際はご注意ください。

【中止】●広島県支部研究会（広島市南区民文化センター 3階大会議室）　2022年2月20日（日）　問：山上晶絵 ☎ 084-943-5676

【延期】●神奈川県支部展「小さないけばな展Ⅱ～鎌倉・旧村上邸～」（旧村上邸―鎌倉みらいラボ―）　12月3日（金）・4日（土）→未定  問：篠田岳青 ☎ 090-5418-1799

フラワーク

とらや赤坂本店

12月 12月25日まで 稗田紫玉

赤坂見附2022年1月 12月25日～2022年1月下旬 大久保有加 

2022年2月 2022年1月下旬～2月下旬 塚本草昌

ザ・キャピトルホテル東急
12月 飯岡湖武孜

溜池山王・国会議事堂前
常設 杉岡宏美

赤坂エクセルホテル東急 常設 御手洗直己 赤坂見附

ホテルニューオータニ東京

ロビィ階 12月30日～2022年1月10日 竹中麗湖

赤坂見附・永田町・麹町宴会場階 12月30日～2022年1月10日 川名哲紀

料亭千羽鶴 12月31日～2022年1月上旬 森彩琳

ホテルニューオータニ幕張 12月29日～2022年1月13日 千葉県支部 海浜幕張

ホテルニューオータニ大阪（1階ロビー・宴会場階） 12月29日～2022年1月中旬 京都支部 大阪城公園・大阪ビジネスパーク・京橋

玉川髙島屋S・C（南館6階ホワイトモール） 12月30日～2022年1月10日 東京南支部 二子玉川

横浜東急REIホテル 11月23日～2022年1月10日 飯岡湖武孜 みなとみらい・新高島・高島町

日産グローバル本社ギャラリー 2022年1月2日～10日 久保島一超 横浜・新高島

横浜ベイホテル東急（B1階神殿口） 常設 深澤隆行 みなとみらい・桜木町

ラフォーレ原宿 2.5階 GR8 常設 座・草月 明治神宮前・原宿

ホテルエミオン京都
1階広場　クリスマス 11月26日～12月27日
　　　　 お正月　12月29日～2022年1月上旬 深澤隆行

梅小路京都西
笹屋伊織 別邸・3階ロビー 常設 草月アトリエ

草月会館日本間
開場時間:初日は午後から、最終日は午前中まで

12月11日まで 石倉菘清

青山一丁目

12月13日～24日 細野葉霞

2022年1月6日～14日 久保島一超

2022年1月17日～28日 本江霞庭

2022年1月31日～2月10日 中村草山

年間行事予定
12月10日（金）まで
※期間中断続的に開催 家元継承20周年記念 第102回草月いけばな展「マイ・ストーリー～私の花語り～」（草月会館）

12月28日（火）まで 草月指導者連盟 WEB家元講習会 配信期間（草月指導者連盟メンバーズサイト）

12月29日（水）～2022年1月5日（水） 草月会館冬季休館日

2022年1月25日（火） 財団理事会（草月会館／11時～）

2022年3月25日（金） 財団理事会（草月会館／11時～）／花に感謝の日（草月ホール）

石川県支部主催講習会「伝統と革新の継承̶大樋長左衛門氏×家元対談」　12月18日（土）　ホテル日航金沢
※同時期に大樋美術館にて家元作品が展示される予定です。詳細はホームページ、SNSをご覧ください　 問：谷口桂萠 ☎ 0761-24-1813
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Master Instructors of the HQ talk about 
their thoughts on ikebana and 
memorable episodes
For us as sogetsu ikebanists, it is truly important to 
respect the philosophy of Sofu Teshigahara; “We 
can make ikebana with anything and put it any-
where.” We must always remember this when we 
make our works.
I first participated in the Sogetsu Annual Exhibition 
in 1977, the year we celebrated the 50th anniversa-
ry of Sogetsu School. This iron work (photo) has a 
small container behind the cogwheel. When I asked 
Iemoto Sofu for advice about the work, he told me, 
“The iron work should stand on its own without 
other elements. But sometimes you may find it 
difficult and you cannot make it do that no matter 
how much you try. Then, you can seek to receive the 
power of flower as the last resort to complete your 
work. But do not rely on the flower alone from the 
start.” Bearing his advice in mind, I struggled and 
suffered while producing this. Now I think that this 
work became the starting point of my creativity.
The third Iemoto Hiroshi gave me the same advice 
when I went to Sogetsu Klin to make pottery. 
“Make a clay work which stands as a work on its 
own. Don’t think about where the water will go.”
He told me not to think lightly that I was making a 

container, but to think of making a work of art with 
utilizing the material itself.
Both Sofu and Hiroshi taught me and guided me 
to concentrate on the essence of the material in my 
creation.

本部講師が語るいけばなへの思い、
心に残るエピソード
　「どこにでも、何でもいけられる」という蒼風先生の理念を大
切にして、いける場所や環境に合わせて制作することが大事
です。
　この作品は、初めて草月展に出品した際の作品です。折し
も創流50周年記念草月展への参加となりました。この鉄のオ
ブジェには、歯車の後ろにオトシがついています。蒼風先生に
作品の相談に伺った時に言われた事は、「鉄の作品だけで
成り立っているように作らなければいけない。それでも、鉄だけ
で成り立たせるのはなかなか難しい。そこで、植物の力を借り
て、何とか作品にする。最初から植物を入れることを考えるな」
と。私の創造の原点となった作品です。
　後に、越前に陶芸に行った時に、宏先生にも同じことを言わ
れました。「土だけで仕上げろ。水をためる所は考えるな」と。
安易に「花器を作成する」と考えるのではなく、まず素材自体
で作品として成立させることを考えろと。
　蒼風先生、宏先生ともに、作品素材の本質と向き合う姿勢
を私に教え、導いてくださいました。

One Two Step
My life with Ikebana / Iccho Kuboshima

Iccho Kuboshima  
Since 1974, he studied under Sofu, Kasumi and Hiroshi 
Teshigahara, the three generations of Iemoto. As a 
Master Instructor of the HQ, he taught many classes 
at the HQ and at his own studio. He has also created 
installations and displays for hotels, shopping plazas, 
and flagship stores of famous shops. His regular instal-
lations at the Hotel New Otani, one of the most pres-
tigious hotels in Japan, have been acclaimed for their 
three-dimensional creativity and originality.

久保島一超
1974年より勅使河原蒼風・霞・宏の三代にわたって師事する。草月流本部教室や自
らの主催する教室で多くの生徒の指導に携わる傍ら、ホテルやショッピングプラザ
でのインスタレーションやウィンドウディスプレイを数多く制作。ホテル・ニューオー
タニの迎え花も定期的に手掛け、造形性に富んだ作品は草月花プロジェクト部のイ
ンスタグラム（https://www.instagram.com/hana_project/?hl=ja）で人気を集めて
いる。TV番組用のいけばな制作、いけばな指導などメディア関連の仕事を含め多方
面で幅広く活躍。
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Information

<Important> 
Thank you for your comments!
Upon popular demand, “Bouquet of Memories” (Web 
Iemoto Seminar special program) will be available to 
28th December. (Japan Time)
Iemoto looks back her years at the Sogetsu School and 
creates arrangements ,each of them is an homage to 
her memory.  The rare photos and videos are also in 
between. 

Riji and Komon Promotional Examination 2021
Deadline for the submission of the recommendation
(December 10, 2021) is approaching.
If you are interested in taking a promotional examina-
tion, please ask your teacher for details immediately. 
We accept the submission by e-mail as provisional 
application.

2021年度理事・顧問昇格試験について　
推薦書の提出期限は、2021年12月10日です（E-mailによる推薦書
の仮提出可）。昇格試験の受験をお考えの方は、お早めに親先生に
ご相談ください。

The 102nd Sogetsu Annual Exhibition 
“Flowers and Me”
“My Story -Flowers and Me”
After a gap of two years, the Sogetsu annual exhibition 
has been back! Please visit the Sogetsu Website and so-
cial media for the photos and update on the exhibition. 
We update them regularly. Stay tuned!  
Date: Until December 10(Fri), 2021 
Hours: 10:30 - 17:30 (Last admission is 17:00)
Venue: Sogetsu Plaza and Lounge @Sogetsu Kaikan
https://www.sogetsu.or.jp/e/
https://www.instagram.com/ikebana.sogetsu/
https://www.facebook.com/ikebana.sogetsu

Sogetsu Calendar 2022
Sogetsu calendar 2022 and Sogetsu Magazine Winter 
issue are now on sale. Please contact Publishing de-
partment. Back numbers of Sogetsu Magazine are also 
available.
Contact: shuppan@sogetsu.or.jp
*The official Branches & Study Groups will receive the 
complimentary Sogetsu Calendar 2022 by post. (With 
some nations, bi-lateral 
postal service is suspend-
ed. For those areas, we will 
send the calendar once the 
service is resumed.)

Calendar of Events 2021-2022
●Dec.29 2021 – Jan.5 2022 Sogetsu HQ closes for winter 
holiday
●Dec.29 2021– Jan.5 2022 Sogetsu WEST closes for 
winter holiday
●Jan 28 2022 Riji and Komon Promotion Examination @ 
Sogetsu HQ
●Mar 25 2002 Flower Thanks Day
*Schedules above are subject to change

<Notice for the Branches/ Study Groups>
[Welcome] Branch/ Study Group event announce-
ment/report on Sogetsu website
Now many official groups hold their event online 
(exhibition, demonstration, workshop etc.) as well as 
physical. Why not invite other overseas members to see 
them by announcing/reporting the event on Sogetsu 
Website? It would be a great chance to see what other 
Sogetsu friends in different parts of the world are doing 
and creating in the world.
https://www.sogetsu.or.jp/e/events/category/lo-
cal/?event_type=end

Download the announcement/report form online for 
submission:
https://www.sogetsu.or.jp/e/members/downloads/re-
ports

●Leaflets (English/ Chinese)
The leaflets for 2021 are available. Each Branch/SG will 
be entitled to 200 complimentary copies sent by air mail 
(printed matter) on request.
Download the order form online:
https://www.sogetsu.or.jp/e/members/downloads/leaf-
lets5

●Establishment and Promotion
Colorado Spring Study Group, USA, is established as of 
September.
Johor Bahru Study Group, Malaysia, is promoted to 
Branch as of October.
Our best wishes to the members of Colorado Spring 
Study Group and Johor Bahru Branch.

Attention Pls
●Please check your e-mail address and reception setting 
on your PC or mobile phone
Have you received e-mails from the HQ recently? If not, 
please check the following two points.

 Your e-mail setting on “reject” e-mails. Are there any 
from @sogetsu.or.jp ?

 You changed your e-mail address since you registered 
as STA members?

Please check your reception setting. You can confirm 
your registered e-mail address by visiting “Profile” 
section of the STA members site and the STA annual fee 
payment sheet (pink form) .
Please contact Services for Membership Department for 
inquiries. We will appreciate very much your attention 
to this point. 

Services for Membership Department : 
members@sogetsu.or.jp



How time flies! 2021 is almost over. This year, again, 
due to the impact of the COVID-19 pandemic restrict-
ing various activities, we have continued exploring 
what we can do in this situation. One of the proj-
ects that have come from this is the WEB IEMOTO 
SEMINAR, which we started last year. This is a new 
style of training session, which can be viewed when-
ever and wherever you want, as long as you have an 
Internet connection. So far, a great number of mem-
bers have attended these seminars. The “Bouquet of 
Memories” version, which is still currently viewable 
(until December 28th), is a special program commem-
orating the 20th anniversary of my becoming Iemoto, 
and I am demonstrating nine pieces as I look back 
over the course of my career.
In this review, a lot of things happened in the past 
20 years, or even longer if I include my time work-
ing in the Public Relations Department and as Vice 
President. I filmed my demonstration as I recalled 
each of them, and strangely enough, the memories 
came back more and more vividly as it progressed. 
What made me happiest was finding every one of 
them was interesting and fun. All of that is because 
of having supporters like you. As a token of my grati-
tude, I used flower materials associated with the event 
of the day or incorporated a production method that 
I discovered on the local site. Even so, it makes no 
sense just to recreate the same thing. While respecting 
the spirit of that time, I created new ikebana for right 
now.
Actually, in one of the works in this WEB IEMOTO 
SEMINAR, I used an Aboriginal basket for collect-
ing fish, which I received when I visited Australia 
in 2010, as a vase. The shape of the vase is quite 
unusual, and I had some difficulty using it at the time, 
but now I think, “What a wonderful basket that can 
be used in so many different ways!” I came to think 
open-mindedly like this because I have accumulated 
so much experience during my years at Sogetsu. As 
Sofu said, “Flowers become human in ikebana,” I 
was reminded once again that this art form reflects 
the thoughts and feelings of the artist at precisely that 
moment.
We celebrated the 20th anniversary of the Iemoto 
succession in the midst of the pandemic, but thanks 

to your support, I was able to successfully hold vari-
ous events, including my solo exhibitions at Sogetsu 
WEST and in Tokyo. However, if it were not for 
this situation, I would have been able to meet many 
more people face to face and share fond memories 
with them, reminiscing, “Don’t you remember this 
happened at that time?” or “We had a wonderful time 
by doing that, didn’t we?” Although regretting that I 
couldn’t do that, I could celebrate the 20th anniver-
sary by taking the opportunity of this WEB IEMOTO 
SEMINAR to gather such memories and literally cre-
ate a “bouquet of memories.”
All Sogetsu Ikebanists are always looking for new 
and interesting things to do. And by meeting various 
people, places, and things, you have successfully 
turned them into special assets. The “Ikebana without 
Water” held in February of this year was an unprec-
edented exhibition that used no water with all works 
sent by courier, but the number of applications far 
exceeded our expectations, so much so that we had to 
extend the exhibition period! Never stop moving for-
ward, never give up, even in restricted circumstanc-
es—this was exactly the type of event that symbolized 
the Sogetsu Spirit of boldly taking on any challenge.
Some of you may have had difficulties with the new 
style of courses in the WEB IEMOTO SEMINAR, but 
even after the pandemic is over, it will become one 
of the standard courses in the future. Now is the time 
for you to exercise your curiosity and try your hand at 
watching it (Enter the streaming service site from the 
STA members site). And I hope that next year I will 
be able to meet you all in person, not just through the 
screen, with a smile on our faces. Looking forward 
to arriving at such days, I wish you all a really happy 
New Year!

Keep Right on Talking!  No.79 : Akane Teshigahara
With 20 years of appreciation
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I would like to re-introduce myself to all Sogetsu 
International members, for those of you who don’t 
already know me.  My name is Kiri Teshigahara and 
I am Iemoto Akane Teshigahara’s sister.  Before I 
moved to Japan in 2013 to work directly with Sogetsu 
HQ, I had been living in New York City for about 
40 years, serving as both the Sogetsu New York 
Branch Director and Executive Director, Sogetsu 
North America. The one thing I feel is important to 
emphasize is that New York City not only became a 
2nd home for me, but in a variety of ways I believe 
it became a spiritual home for my father Hiroshi 
Teshigahara (3rd Iemoto of Sogetsu).

With memories flooding in, it is truly a difficult task 
for me to highlight all of the memories I’ve had with 
my father, during his many journeys and trips to my 
homebase, but I would like to address a few turning 
points.  I was more than stunned, honored, amazed, 
and overjoyed when my father put his trust in me to 
help him organize his very 1st solo exhibition, in New 
York City which was (and still is in many ways) the art 
capital of the world.  Through my role at the Gagosian 
Gallery, we were so pleased to organize Hiroshi’s first 
solo exhibition in New York City at one of the top gal-
leries of its decade, Leo Castelli and Larry Gagosian’s 
joint, 65 Thompson Street gallery, which fortunate-
ly had an incredibly successful opening.  Everyone 
sweated like crazy, to tirelessly devote their time and 
lives with assisting Hiroshi in executing his large 
scale, site-specific bamboo installation, as well as 
installing his ceramic art.  The rest of the team, and 
myself and then-husband (now-ex husband) worked 
very hard towards putting together the VIP invitations 
and viewing of the show.  Hiroshi always expressed to 
me how crucial it was for him to have his work appre-
ciated in New York, which is where he felt all of the 
‘true artists’ lived and created art.

It is true that cinephiles in New York were already 
familiar with his films – many of the arthouse cinemas 
would play 35mm prints of “Woman In The Dunes”, 
but I felt it was urgent to inform Westerners and New 
Yorkers with the universe of his other mediums: pot-
tery, bamboo art, and calligraphy.

The genesis of how the 65 Thompson, Hiroshi 
Teshigahara solo exhibition manifested start-
ed in Tokyo, Japan when Leo Castelli’s son, Jean-
Christophe and I became close, and at the same time 
Leo became closer to my father.  When Leo visited 
Sogetsu to see my father’s bamboo installation he 
was floored, and insisted to me that we had to do an 

exhibition at his Soho gallery. Leo had mentioned that 
he had been in a long search for exhibiting a Japanese 
artist at his gallery and Hiroshi became the perfect 
choice.  Leo had reminded me that it was a complete 
honor for him to meet and exhibit a brilliant artist 
who can both explore the intersections and separations 
between traditional Japanese art and contemporary art, 
as well as concepts of East and West.

Leo also mentioned how pulling off Hiroshi 
Teshigahara solo exhibition at 65 Thompson street was 
one of the hardest shows to pull off, but totally worth 
it.  While my father was very delighted and warmly 
accepted the praise from critics and the public alike, 
it was his close friends’ response that made him most 
happy.  He was incredibly happy to see his friends 
Yoko Ono, John Cage, Nam June Paik, Dore Ashton, 
Jasper Johns, Merce Cunningham, Paul Kasmin and 
many others at the opening.  To summarize what 
Yoko Ono had to say about the exhibit: “I’ve known 
Hiroshi’s world of art, movies, ceramic sculptures 
and calligraphy for a while now and they have a wide 
range, but this work feels environmental.  I can’t 
explain it in words, but walking into his bamboo tun-
nel is both very wabi-sabi and environmental at the 
same time.  You become a different person once you 
reach the end of the tunnel.  It is a quiet work, but 
revolutionary – opening up to the subconscious where 
you may not feel anything afterwards, but you are a 
changed person.”

While Hiroshi’s later contributions to the art world 
since the 65 Thompson Street show in 1990, countless, 
the work he made at his first solo exhibition in New 
York is unmistakable.  It not only helped put bamboo 
art installation into Western consciousness, but it also 
cemented Ikebana art into the Western conscious-
ness.  So I think in many ways we have this historical 
moment in Iemoto Hiroshi Teshigahara’s life to thank 
for the progress and sustainable future of Sogetsu 
International specifically, and Ikebana generally.

Message from Kiri Teshigahara

Photo: Kiri Teshigahara

A scene from filming.How would I transform 
the Aboriginal fish basket into my work? 
Please check it on the WEB IEMOTO SEMINAR!




